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員対象の講習会及び教育実習生がタブレット学習システムを活用した 

事例を示し,また,ICT機器の活用状況を分析し,取組の広がりを報 

告する. 
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た,ICT講習会,今年度から赴任した教員の実践,教育実習生の実践 

と,教育実習での工C冒活用に至るまでの経過を追っている. 
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工CT活用の実践等によって,取組の広がりが確認された.教育実習で 

必ず1回はICT活用の授業を実践するという方針が,推進力になり, 

附属教員のICT活用を促進していることが推察された. 
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1.はじめに

筆者は,交流人事教員として,長野県教育委員会事務局から信州大学教育学部に赴任し,

附属学校におけるICT活用の支援に携わっている.

信州大学教育学部附属長野小学校(以下,長野小)には,タブレット端末(iPad) 48

台,タブレット型PC48台(図1),デジタルペン42本(図2),電子黒板7台が導入され,

PC室も合わせると全4学級で,同時に1人1台の環境で学習が可能になり, ICT環境が

整備されている.

董三三登臨
図1　タブレット型PC 図2　デジタルペン

本研究の目的は, 1人1台のICT環境での学習が可能になった附属学校において,教員

対象の講習会及び教育実習生がタブレット学習システムを活用した事例を示し,また, ICT

機器の活用状況を分析し,取組の広がりを報告するものである.

2.校内全教員が参加した講習会

人事異動により,今年度も県下各地から長野小

に大勢赴任してきた.今年度は約4割の教員が新

任・転任である.そこで,導入されている機器や

ソフトウェアの使い方を説明したり, IC冒を使っ

てどのような授業ができたりするかを紹介したり

する(UTプロジェクト2014)ために校内全教員

が集まって, 2014年5月1日に第一著者を講師

としてICT講習会(図3)を行った.

昨年度の活用状況では教員が見せたい資料を電
図3 IC丁講習会

子黒板に投影したり,児童がタブレット端末で写真や動画を撮ったりすることは頻繁に行

ったが,タブレット学習システムやデジタルペンを活用した取組は,限られた教員の使用

にとどまっていた.そこで,まず,従来のパソコン教室に設置されていたような電子黒板

と異なり,現在の電子黒板が,児童用のタブレット端末と電子黒板の連携を含めた協働学

習支援ツールとなっていることを説明し,次の7点(森山・山本他2013)を連携させた
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実践のメリットとして紹介した.

①児童・生徒からの意見収集が素早く行える

②他の児童・生徒やグループの意見を参考に自分の考えを広げることができる

③思考と表現の行き来をする道具として活用できる

④個別学習と協働学習が軽やかに切り替わる

⑤児童・生徒用のタブレット端末活用での学習の進捗の見取りがしやすくなる

(⑤全員の意見をみんなで共有できるので,意見の違いがわかる

⑦一方的に教えられるよりも,みんなで考えてできる

そして,それらのメリットを実感できるよ

う,模擬授業形式で, 7点のうちのいくつか

を体験してもらう方法をとった,

1つめは,タブレット学習システム

「STUDY NET」を使った. STUDY NET

とは,タブレット(学習端末)と,電子黒板

を連携し,双方向な授業で気づき,共有し,

創造する力を育てる学習支援システムである.

このシステムでは,学習端末の画面に書き込

んだ自分の考えを電子黒板に送信でき,クラ

ス全体に提示することができる.まずは,簡

易マニュアルをもとにして,システムの立ち

上げ方を説明した.電子黒板に映し出された

学習問題をコピー&ペーストする感覚で瞬時

に手元の学習端末に届く様子を演示し,手軽

さを感じたものと思われる.そして,模擬授

業として, 4年生算数の一場面を扱い,わり

算の性質を活用して,工夫した計算の仕方を

考え合った.まず,個々の考えを学習端末に

書き込む(図4).スタイラスペンと指での書

いた感覚の違いも体感してもらった.そして

電子黒板に送られたそれぞれの考え方を一覧

表示した(図5).

一覧で提示した意見の中から異なる2つの

意見を拡大表示し,それらを学習端末に再送

信し,学習者は考えを比較し,意見を書き込

んでもらった(図6).思考と表現を行き来す

る道具として認識できたものと思われる.

諸富踊÷疫

も妙÷2弓仁で

図4　学習端末への書き込み

〇〇日

哩・　　　　　　　　　　　　　左

後
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2つめは,デジタルペンを扱った(図7).デジタルペンは無線でOpenNOTEがインス

トールされたノートパソコンと接続される仕組みとなっていて,個々の書いた内容が教師

のPCに表示される(図8). 5年生の算数の小単元「人文字に必要な人数を求める」を例

に,簡単な場合をもとに関係をとらえて問題解決を図る思考法の問題を考え合った.ある

先生の考えについて,図にかいて調べる様子をストローク再生により実演したときに歓声

があがった.一筆一筆の表現過程を再現して表示することで,思考過程を知ることができ

るので,先生方もいろいろな授業場面での活用を思い浮かべていたものと思われる.

図7　専用用紙に書き込む 図8　一覧で表示された考え

この講習会の開催が必要となった要因の一つに,教育実習のことが念頭にあった.

信州大学教育学部では,ほとんどの学生が附属学校園で教育実習を行う. 4月30日に行

われた,教育実習連絡委員会において,附属長野小学校では,教育実習中,少なくとも1

回はICT活用の授業を行う方針を発表している.授業場面での活用例を体験できたことも

あり,この日を境にして, 6月2日から始まる4年次教育実習に向けて, ICT活用の授業

が活発になっていった.

3.地域参観における実践

3.1地域参観を前に

附属長野小学校のICT担当係主任は,本年度赴任した第二著者である.今まで,タブレ

ット学習システムを活用した授業を行った経験がなかったが,教育実習での指導を控え,

担当としてもICT活用の授業を行いたいと考えていた.

そこで, 5月17日に地域参観が予定されていたので,この機会にその授業を行うことに

なった.

この学級では,昨年度はSTUDYNETを使って授業を行った経験がなかった.そこで,

地域参観前の国語の時間に,漢字クイズをこのシステムを使って行った.漢字の一部を組

み合わせ, 2文字の熟語を作るものである.この問題のワークシートを, 1人1台の学習
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端末に送信した.わかりやすい課題であるので,どの子も取り組め,自分の解答を送信し

電子黒板に表示させることができた.

3.2当日の授業の実施

(1)教科名・単元名

国語「何と読むのかな　成り立ちを考えながらつくる　オリジナル漢字」

(2)本時の流れ

・漢字の成り立ちについて,大きく分けて①象形文字②指事文字③会意文字④形声文字の

4種類あることを知る.

・教師が4種類の成り立ちのいずれかを用いて作った,オリジナルな漢字(氷にくにがま

えでスケートリンク等)を紹介する.

.iPadを受け取り,まず練習として「熟語さがし漢字ロジック」を行い,全員が送信を行

う.

・各自でオリジナル漢字を考え,作品ができたら送信する.

・電子黒板に一覧で映し出し,できた漢字について一つずつピックアップし,紹介し合う.

3.3考察

前半は,まず黒板を利用して4種類の成り立ちを丁寧に説明した.本時の学習問題の理

解ができていたため,個人追究は,大変ス

ムーズに行われた.

個人追究時,ある男子児童は,戸惑いな

がら操作していたが,隣の女子児童が自分

のiPadをみせながら,やり方を説明する

場面(図9)もあるなど,必要に応じて子

どもたち同士で教え合う様子も見られた.

この男子児童も図10のようにオリジナル

漢字を書くことができた.

送信したオリジナル漢字は,電子黒板に

一覧で映し出されたため,子どもたちから

ピックアップしたい漢字を取り上げ,皆で

級友の考えた漢字の答えを当てたり,本人

がその漢字に込めた意味を解説したりした.

どの子も自然と画面に集中していて,中に

は,身を乗り出して注目する姿もあった.

自分の考えを瞬時に電子黒板に送信する

ことができ,友だちの考えが画面に一覧で

掲示されるので,それを見ながら,子ども

たちは見たい漢字をすぐに担任に伝えるこ

図9　教え合う様子

図10　オリジナル漢字
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とができ,テンポよく全体追究を進めることができた.

当日参観された保護者や地域の方々にも工CT活用の授業を紹介する機会となった.

4.教育実習生による授業実践

4.1教育実習Ⅱについて

6月2日から2週間,教育学部4年生による教育実習Ⅱが行われた.実習生は, 3年次

に中学校で教育実習工を行った学生で, 4年次は異校種を実習する,原則,この2週間で

4回の授業を担当する.このうち1回以上は, ICTを活用した授業を実践するようになっ

ている.

第二著者が担任している5年2組でば　6月4日の社会の時間にSTUDY NETを使っ

て授業を行った.以下は;教育実習生が作成した本時の学習指導案である.

4.2学習指導案

社会科　　　本時の学習指導案 平成26年6月4日(水)　第3校時

題材「情報化した社会と私たちの生活」

(1)学習のねらい

身近な生活の中には多くの情報があふれており,それらの情報の中には誤った情報や偏

った情報を伝えるものがあることを問題にした子どもたちが,東日本大震災時のデマ情報

や自分たちの身近な情報についての意見交換を行うことを通して,身の回りの情報は必ず

しも正しいものばかりではないことに気づき,これらの情報を適切に判断し活用できる,メ

ディアリテラシーについて考えることができる.

(2)本時の学習材

東日本大震災時のデマ情報とそれに対する意見交換

○身近な生活の中には様々な情報があふれていることを知った子どもたちは,明らかに怪

しげな広告を提示することで　身近な情報の中には偏った情報があるのではないかとい

うことを問題にするだろう.その意識をとらえ,教師は学習材を提示する.

0子どもたちは,震災時のデマ情報について疑問を持って見つめ,意見交換を行うことに

より,あたかも真実のような誤った情報もあることを知ることができる.また,これを

念頭において身近な情報について目を向けさせることで,身の回りの情報でも間違って

しまっているものや怪しいものがあるのではないかということに気づくだろう.これら

の学習を通して,子どもたちは情報の内容を正確に理解し,判断していく力,つまりメ

ディアリテラシーの必要性に気づき,これを考えることが期待できる.
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(3)学習の展開

過 程 乂x�ｨ�:��予想される子どもの動き 倬��ｭB�指　導　と　評　価 

課 ��ｧx�n)���「〇〇〇〇〇〇　学習問題〇〇〇-○輸--「 ����#R����・怪しげな幸運グッズの広 
に対する 劍ﾙ�/�/�麌+x.停�i :身近な情報は正確なものばかり; i 

把、 俾兒ｨ,ﾈﾖﾂ�凵E学習問題に対する自分の 
握 展 �*h/�6�*b�!なのだろうか・　　! i　　　　　l 　　　　　　l 刪ﾓ見を伝え合う場を設け 

合う. 劍.停�ｧx�ﾝ��8ﾉ?ｩgｹ�Y�ｸﾝ�鳧,ﾈ6h7ﾒ�
・なんか明らかに怪しいな. 

・広告も情報だけど正しくはない 

んじゃないかな. 

○ほかの情報でも正確じゃないも 

のもあるのかな. 

学習課題 

東日本大震災の時の情報から,身近な情報 劍�饑�,h+ｸ.ｨ,���+x.�2�

について考えてみよう 劍ﾊ佰�ｫr��$盃��H/�諄,�,H6h7ﾘ���

2デマ情報 ��X,�/�+�*儻ﾈ*(�饑�+�,や�

開 終 �/�ﾊ�,Bﾂ�・メールとかだから間違っている 剳�ﾌ提示を行い,感想を 

情報の正 �,ﾈ*�.���抹��H/�w�*(,Hｴﾈ��+x.停�

確性に着 ��Ygｹ9h,ﾈ.h*H,斡8.�+x.停���ｸｴﾈ��+X+ﾙ>�vX/�$肺ｷ"�

目しなが ��>�+X*ﾘ,Bﾉgｹ9h,��8+X*(,ﾈ*��2���8,YUﾈ麌+X,HｺItﾈ+Rﾉ6��

ら意見を �+X*ﾘ,�*(,ﾈ*�.h*ﾘ.ﾘ*�.x,�*"���*hﾘx*H�ｨ/��ﾘ*�.停�

語り合 ��X8��ｸ8ｸ.(68486(5��ｸ,Xﾔﾈ-ﾈ.������X-�*�,ﾉ�xｽ�,��饑�,X,ﾘ,r�

う. 3本時の学 兩�,�,ﾘｭH��,�+ﾘ.�,ﾈ.��ﾘ+ｸ*B��*H,�,ﾈ*�/�ﾖﾈ*h,Hｴﾈ���

だ. 凾ｵ,共有する場を設ける. 
・ニュースでも間違った情報の場 

合もあるのかな.. 剳]　価 

・情報には明らかに変なものから 剞gの回りにある情報に 

末 做ｸｨ�:�/��正しそうに見えるものまでいろ 凾ﾍ偏りがあるものが多 

振り返 �*(.ｸ*�.�/�+�,や��*(+�,h*ｩZｨ*�.に4ｹ���

る. ��Y�xｽ�,�-�*�,ﾈ�饑�,X.�ｭH��,�,B��,�,h.x*h,H*(+�*H,hﾖﾂ�

しまっているものもあるのかも 凾ｦることが出来ている 

しれないな. 凾ｩ,発言や呟き,皿ad 

0情報を鵜呑みにするんじゃな 凾ﾆワークシートでの記 

く,ちゃんと考えて,情報を判 剌qからとらえる. ○これまで学習してきたこ とを振り返り,気付いた ことや考えたことを伝え 合う場を設ける. 

断することが必要だな. 
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4.3授業の実際

・怪しげな幸運グッズの広告を掲示し,身近

な情報は正確なものばかりなのだろうか,

と問いかける〇

・東日本大震災時の石油コンビナート火災の

映像(図11)をyoutubeで視聴したあと,

その映像に関連した一般人によるメール等

の複数の情報を紹介し,情報の正確性につ

いて問いかける.

・メール等の文章例

千葉の皆さん!　コスモ石油の火災で有害

物質が雲に付着している〇　両が降ったら危

険なので,肌を露出しない.長袖,カッパ

の着用,傘を忘れないようにとのことです.

できるだけ多くの人に伝えてください.

・これらの震災時の情報がウソかホントか,

iPadに自分の考えを理由もつけて考える.

・ログインの仕方などの操作方法も実習生が

児童にすべて指示や指導をした.

・各自,自分の考えをiPadに書き込み,送

信する.

・記述した内容を電子黒板上に表示して共有し,

図1 1　大震災時の火災の映像を視聴

図1 2　画面の前で意見発表

意見を伝え合う(図12).

発言例:

本当だと思う.信じなければ命を落とすかもしれないから.

どちらともいえない.一般人はウソをつく人もいるから.

本当だと思う.震災中にうそを流す理由が分からない.

・嘘だと思う児童もいて,先生や他の児童が発言を促すが,発表を拒まれ,紹介できなか

った.

・教師が本当はどうだったのかと問いかけ,この情報が実はデマであったことを示す記事

を電子黒板に写し,間違っている情報が出回ることがあることを伝えた.

4,4考察

導入においで軽しげな幸運グッズの広告やデマ情報,石油コンビナート火災の動画等,

多くの資料を電子黒板に写すことで　子どもたちの興味・関心を高め,問題意識を持たせ

ることができた.そのため,どの子もこれらの情報がウソかホントかを自分で判断するこ

とができ,理由も書き込むことができた.送信された意見は,電子黒板に提示されている

ので,書きあぐねている児童は,他の児童の意見を参考にすることもできた.
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全体の前で意見を伝え合う場面では,発表する児童の曲adの画面を電子黒板に投影し,

発表する児童は自分の画面を見ながら発表ができたため,内容を伝えやすかった.また,

発表を聞く児童も視覚的に内容が分かるため,集中して取り組み続けることができた.

1時間を通して,電子黒板や蹄adをうまく活用し,写真や記事動画等の多様な種類の

データを提示していた.豊富な情報を元に,より理解を深めることができていた.

5:附属長野小学校でのIC丁活用状況

5.1活用状況

今年度4月から6月までのICT機器(iPad,タブレットPC,デジタルペン)の活用状

況を調べた.表1のA工へC4は, 「学びのイノベーション事業実証研究報告書」 (文部科学

省: 2014)で示されたICTを活用した学びの類型である.なお,憲子黒板やAppleTVを

利用しての活用については,表1に反映されていない.

Al:一斉学習　教師による教材の提示　B5:個別学習　家庭学習

Bl :個別学習　個に応じる学習　　　　　Cl :協働学習　発表や話合い

B2 :個別学習　調査活動　　　　　　　C2 :協働学習　協働での意見整理

B3 :個別学習　思考を深める学習　　　　C3 :協働学習　協働整理

B4 :個別学習　表現・制作　　　　　　C4 :協働学習　学校の壁を越えた学習

表「 IC丁機器の月別活用状況

月 弌��B�Al �&ﾂ�B2 �#2�B4 �#R�Cl �3"�C3 �3B�

4月 ����2 �"�2 ���0 ���0 ���4 ���

5月 ����0 釘�5 ���0 ���2 ���7 ���

6月 �3b�0 ����6 ���0 ���8 �"�10 ���

5.2考察

4月は,特定の教員の使用にとどまっていたが,全教員対象の講習会を経て, 5月は活

用が増えている.また, 6月2日からの教育実習で積極的な活用状況になったため,さ

らに倍増している.学びの類型別に見ると,個別学習ばかりでなく,協働学習に活用して

いる回数が月を追うごとに急増している.また,この表にはないが,学級全員で1人1台

の端末を利用した授業は, 19回(48%)あった.なお, 5年生以上の利用が全体の88%

となっており,今のところ1人1台の端末利用の学習では,高学年の利用頻度が高い.低・

中学年では,端末の利用が少なく,電子黒板やAppleTV等を利用して,教師による教材

の提示が主な活用となっている.

6.おわりに

長野県教育委員会が調査した平成26年度学校経営概要によると,パソコン教室の活用

状況(週あたりの1学級平均)ぱ　小学校では1回未満が41.9%, 1へ2回が55.7%,中

学校では1回未満が38.8%, 1へ2回が51.1%であり,週に3回以上活用している学校は,

ー29　-



県全体でも小学校で2校,中学校で14校であり,日頃から児童生徒がパソコン教室で工CT

を活用している学校は少ない,

また,平成25年度全国学力・学習状況調査によると,長野県でぽ　コンピュータや電子

黒板を使った授業を受けたことのない小学生が21.8% (全国14.8%) ,中学生が33.1% (全

国21.7%),情報通信技術を活用し,協働学習や課題発見・解決型の指導を行っている小

学校が33.8% (全国46.6%),中学校が40.5% (全国44.9%)と,工CT活用の授業が頻繁

に行われている,とはいえない状況である.

そのような工CT活用の現状から考えて, 3へ4年の任期や1年単位の臨時的任用等で県

下各地から赴任する信州大学教育学部附属学校においては,導入された機器やソフトウェ

アの使い方を説明したり, ICTを使ってどのような授業ができるかを紹介したりする講習

会を行うことは,今までよりも教員が積極的に活用しようという意欲を持つよい機会とな

っだこの会は今年度に限らず毎年度当初の4月に位置付けることが望ましいと考える.

また, 「教育実習で必ず1回はICT活用の授業を実践する」という方針を立てたことで

学部では, 2年次に必修で行う「コンピュータ利用教育」において,翌年度の教育実習を

見据えた指導が行われ始めている.また,長野小では,教育実習生を迎えるまでに,教員

同士が情報交換する等して有効な使い方を探るなど,指導教員の工CT活用を促進するとい

う効果も見えている.児童も,実習前に機器の使い方を習得することができている.

教育実習でICTを活用している授業を参観していると,児童も教育実習生も, iPadを

自然に扱っており,教育実習生が電子黒板をスムーズに操作している姿は大変印象的であ

る、初めて扱う機器の操作にもかかわらず,どの授業でも問題なく使用している.また,

教育実習生にとっても機器の活用によって,わかりやすい授業や楽しく学習する授業を実

践しやすくなっている.教員養成段階から,工CT活用の場を意図的に積極的に与えていく

ことが大切であると考える.

今後,信州大学教育学部の他の附属学校においても, 1人1台での工C甘環境での学習が

可能になるように整備される予定である.本稿で明らかになった取組の広がりを,それら

の学校においても実践していくことをめざしたい.
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